
高
崎
市
新
町
公
民
館

古
典
文
学
講
座

令
和
二
年
九
月
十
六
日

万
葉
集
を
よ
む
～
関
東
・
信
州
の
歌
を
中
心
に
～

第
２
回

新
町
公
民
館

上

野

国

の

歌
（
２
）

北

川

和

秀

【
伊
香
保
】

（
前
回
の
つ
づ
き
）

④
伊
香
保
ろ
の
八
尺
の
井
手
に
立
つ
虹
の

顕

ろ
ま
で
も
さ
寝
を
さ
寝
て
ば
（
三
四
一
四
）
上
野
東
歌

や

さ
か

ゐ

で

の
じ

あ
ら
は

《
参
考
》

ａ
虹

に
じ
○
東
国
の
小
児
○

の
じ
と
云
。
（
『
物
類
称
呼
』
巻
一
「
天
地
」
）

＊
『
物
類
称
呼
』
は
江
戸
時
代
中
期
の
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
に
で
き
た
方
言
集

ｂ
の
じ

虹
（
『
群
馬
県
邑
楽
郡
誌
』
前
編
附
録
「
二
、
方
言
」
）
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
刊

ｃ
ノ
ジ
と
発
音
す
る
の
は
注
者
の
少
年
の
頃
に
も
村
裡
に
は
行
は
れ
た
。

（
土
屋
文
明
『
万
葉
集
私
注
』
三
四
一
四
番
歌
の
語
釈
）

＊
土
屋
文
明
氏
は
、
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
西
群
馬
郡
上
郊
村
保
渡
田
生
。

か
み
さ
と

ほ

ど

た

⑤
上
毛
野
伊
香
保
の
沼
に
植
ゑ
小
水
葱
か
く
恋
ひ
む
と
や
種
求
め
け
む
（
三
四
一
五
）

こ

な

ぎ

【
利
根
川
】

○
利
根
川
の
川
瀬
も
知
ら
ず
直
渡
り
波
に
あ
ふ
の
す
会
へ
る
君
か
も
（
三
四
一
三
）
上
野
東
歌

た
だ

【
子
持
山
】

○
子
持
山
若
鶏
冠
木
の
黄
葉
つ
ま
で
寝
も
と
吾
は
思
ふ
汝
は
何
ど
か
思
ふ
（
三
四
九
四
）
未
勘
国
東
歌

こ

も
ち

や
ま

わ
か

か

へ

る

で

も

み

わ

も

な

あ

も



【
沢
渡
】

○
左
和
多
里
の
手
児
に
い
行
き
逢
ひ
赤
駒
が
足
掻
き
を
速
み
言
問
は
ず
来
ぬ
（
三
五
四
〇
）
未
勘
国
東
歌

さ

わ

た

り

て

ご

あ

が

こ
と

き

※
沢
渡
神
社
境
内
の
万
葉
歌
碑
に
つ
い
て

○
（
文
政
十
一
年
八
月
十
二
日
）
君
ノ
尾
よ
り
も
な
ほ
谷
川
に
そ
ひ
て
一
里
あ
ま
り
出
れ
ば
、
伊
香
保

き
み

を

た
に

が
は

り

い
づ

い

か

ほ

よ
り

直

に
草
津
へ
か
よ
ふ
道
に
い
づ
。
板
橋
を
わ
た
り
右
に
た
ど
り
て
沢
渡
の
出
湯
に
い
づ
。

た
ゞ
ち

く
さ

つ

み
ち

い
た

ば
し

み
ぎ

さ
わ

た
り

い
で

ゆ

四
万
よ
り
四
里
半
と
ぞ
い
ふ
な
る
。
こ
ゝ
に
も
ゆ
あ
み
す
る
人
つ
ど
へ
り
。
伊
香
保
よ
り
草
津
へ

し

ま

り

は
ん

ひ
と

い

か

ほ

く
さ

つ

の
ゆ
き
か
ひ
に
は
か
な
ら
ず
や
ど
る

所

な
れ
ば
、
夜
は
わ
き
て
に
ぎ
は
へ
り
。
薬
師
の
み
堂
に

と
こ
ろ

よ

や
く

し

だ
う

ま
う
で
ゝ
見
れ
ば
、
万
葉
集
な
る

み

左
和
多
里
能
手
児
尓
伊
由
伎
安
比
安
可
故
麻
我

サ

ワ

タ

リ

ノ

テ

コ

ニ

イ

ユ

キ

ア

ヒ

ア

カ

コ

マ

カ

安
我
伎
乎
波
夜
美
許
等
登
波
受
伎
奴

ア

カ

キ

ヲ

ハ

ヤ

ミ

コ

ト

ト

ハ

ス

キ

ヌ

と
云
歌
を
石
に
ゑ
り
て
立
た
り
。
こ
ゝ
と

定

た
る
は
た
し
か
な
る

證

あ
り
て
に
や
。

い
ふ

う
た

い
し

た
て

さ
だ
め

あ
か
し

（
富
田
永
世
『
上
毛
温
泉
廻
』
文
政
十
一
年
九
月
一
日
成
）1

8
2
8

こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
歌
碑
が
そ
れ
と
す
れ
ば
、
こ
の
歌
碑
は
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
に
は
す

で
に
建
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

【
久
路
保
】

○
上
毛
野
久
路
保
の
嶺
ろ
の
葛
葉
が
た
愛
し
け
子
ら
に
い
や
離
り
来
も
（
三
四
一
二
）

く

ろ

ほ

ね

く
ず

は

か
な

ざ
か

く

【
乎
度
・
小
野
】

①
上
毛
野
乎
度
の
多
杼
里
が
川
路
に
も
子
ら
は
逢
は
な
も
一
人
の
み
し
て
（
三
四
〇
五
）
上
野
東
歌

を

ど

た

ど

り

②
上
毛
野
小
野
の
多
杼
里
が
安
波
治
に
も
夫
な
は
逢
は
な
も
見
る
人
な
し
に
（
同
或
本
）
上
野
東
歌

を

の

た

ど

り

あ

は

ぢ

せ

【
阿
蘇
】

①

上

毛
野
安
蘇
の
真
麻
群
か
き
抱
き
寝
れ
ど
飽
か
ぬ
を
何
ど
か
吾
が
せ
む
（
三
四
〇
四
）

か
み
つ

け

の

あ

そ

ま

そ

む
ら

む
だ

ぬ

あ

あ

②
上
毛
野
阿
蘇
山

葛
野
を
広
み
延
ひ
に
し
も
の
を
あ
ぜ
か
絶
え
せ
む
（
三
四
三
四
）

あ

そ

や
ま
つ
づ
ら

は

《
参
考
》

○
下
毛
野
安
蘇
の
河
原
よ
石
踏
ま
ず
空
ゆ
と
来
ぬ
よ
汝
が
心
告
れ
（
一
四
・
三
四
二
五
）

あ

そ

き

な

の



古
注
釈
に
お
け
る
「
安
蘇
」
に
つ
い
て
の
記
述

ａ
『
八
雲
御
抄
』
『
勅
撰
名
所
集
』
に
も
上
野
の
名
所
と
み
ゆ
。（

北
村
季
吟
『
万
葉
集
拾
穂
抄
』
）1

6
8
6

ｂ
下
野
に
安
蘇
郡
あ
れ
ど
、
こ
れ
は
上
野
な
れ
ば
そ
こ
に
は
あ
ら
ぬ
な
り
。

（
契
沖
『
万
葉
代
匠
記
』
初
稿
本
）1

6
8
7

ｃ
下
野
ニ
ハ
安
蘇
郡
ア
レ
ド
、
上
野
ニ
ハ
何
レ
ノ
郡
ニ
安
蘇
ト
云
所
ノ
有
ニ
カ
。
和
名
集
ニ
ハ
見
エ
ズ
。

（
契
沖
『
万
葉
代
匠
記
』
精
撰
本
）1

6
9
0

ｄ
下
野
に
あ
る
郡
の
名
也
。
古
は
上
野
に
属
せ
し
か
。
又
上
野
に
も
郷
の
内
に
あ
る
歟
。
何
れ
に
ま
れ

あ
そ
は
地
名
也
。
同
じ
地
名
な
れ
共
ま
そ
と
云
ふ
言
を
求
め
ん
為
の
あ
そ
也
。
又
あ
そ
と
云
ふ
詞
は

あ
さ
と
云
詞
な
れ
ば
、
是
等
の
意
を
こ
め
て
読
め
る
な
る
べ
し
。

（
荷
田
春
満
『
万
葉
集
童
蒙
抄
』
）1

7
3
3

頃

ｅ
下
野
国
、
安
蘇
郡
、
あ
そ
山
、
あ
そ
の
川
原
、
あ
そ
村
な
ど
よ
め
り
。
上
野
国
に
は
、
き
こ
え
ず
、

誤
し
も
の
也
。
○
十
四
丁
ウ
志
母
都
気
努
、
安
素
乃
河
泊
良
欲
と
あ
れ
ば
、
下
野
に
た
が
ひ
な
し
。

○
十
六
丁
可
美
都
家
野
安
蘇
山
と
あ
り
、
上
野
に
、
あ
そ
山
な
け
れ
ば
、
下
野
の
誤
也
。

（
頭
注

上
毛
下
毛
元
来
一
国
な
れ
ば
混
し
て
よ
み
し
な
る
べ
し
）

（
高
井
宣
風
『
万
葉
集
残
考
』
）1

8
1
6

ｆ
（
頭
注

下
野
安
蘇
郡
、
も
と
は
こ
の
上
野
に
も
わ
た
れ
る
地
に
は
非
る
か
。
）

（
鹿
持
雅
澄
『
万
葉
集
古
義
』
）1

8
4
2

ｇ
安
蘇
は
今
甘
楽
郡
に
宇
田
村
と
云
在
、
其
村
に
小
山
あ
り
、
今
峰
山
と
云
【
稲
荷
を
祭
て
今
寺
有
】

ア

ソ

ウ

タ

其
山
を
往
古
よ
り
安
蘇
岡
山
と
云
ひ
来
れ
る
を
、
今
朝
岡
と
書
く
と
鈴
木
千
本
云
り
、
然
ら
は
宇
田

ム

カ

シ

ア

ソ

ヲ
カ

サ

の
宇
も
苧
の
移
り
た
る
に
て
、
今
も
甘
楽
郡
は
、
苧
を
多
く
作
り
、
上
野
麻
と
て
、
い
と
名
高
く
殊

ウ

ウ

ア
サ

に
此
宇
田
の
辺
り
多
し
と
い
へ
ば
、
安
蘇
は
此
辺
り
と
定
む
べ
し
【
但
し
下
に
安
蘇
山
つ
づ
ら
と
よ

ア

ソ

ア

ソ

ヤ
マ

め
る
安
蘇
は
箕
輪
の
ほ
と
り
を
い
ふ
と
い
へ
ば
別
か
】
（
橋
本
直
香
『
上
野
歌
解
』
）1

8
5
5

頃

ｈ
安
蘇
山
は
里
人
云
、
今
の
相
馬
嶽
の
事
に
て
【
安
曽
と
相
馬
と
音
ち
か
し
】
其
辺
り
よ
り
箕
輪
の
わ

ア

ソ

ヤ
マ

サ
ウ

マ
ガ

タ
ケ

ア

ソ

サ
ウ

マ

た
り
を
か
け
て
安
蘇
の
荘
と
云
ふ
と
ぞ
、
…
…
箕
輪
軍
記
に
北
は
安
曽
山
相
馬
の

麓

と
有
る
は
其

ア

ソ

サ
ウ

マ

フ
モ
ト

名
の
二
つ
に
成
し
に
て
す
べ
て
此
ほ
と
り
を
安
曽
と
云
し
と
見
え
た
り
。

ア

ソ

（
橋
本
直
香
『
上
野
歌
解
』
）1

8
5
5

頃


